
 

 

 

 

 

 

 
２４春闘の賃上げ状況は、３月９日にＪＡＬとグループ各社が回答、１１日にＡＮＡとグルー

プ各社で回答が出されました。いずれも昨年実績を上回る回答が出され、ＡＮＡとＪＴＡでは、

客室乗務員の初任給を引き上げています。さらなる賃金引上げ、またＪＡＬ・ＪＧＳでは期末一

時金をめぐる交渉を継続しており、１５日の航空の山場に向けギリギリの交渉が続いています。 

各社の賃上げは右表のとおりです。回答水準

は昨年実績を上回り、成田空港でグランドハン

ドリングを行うＪＡＳＣＯでは、２万円の賃上

げ回答が出されました。 

今春闘では、手当の引き上げ、新設の回答も

出されています。ＪＡＬでは、国内出張時のパ

ーディアムが４,０００円から４,６００円に引

き上げ、同様の回答はグループ各社でも出され

ています。新たに非破壊検査従事者手当が新設

（1 万円）されました。また、シニアの働き方や

報酬の見直しについて２４年度中に行うとして

います。ＨＡＣでは、食事手当が増額され、６

ランディングの回数が夏スケジュールから見直

されます。ＡＮＡウイングスでは、運航乗務員

の査察手当やレグ手当、教官手当が増額されま

した。５５歳基本給２０％カットの撤廃が争点の一つでしたＪＡＳＣＯでは、カット年齢を５７

歳に見直しました。 

ＡＮＡでは、第３四半期決算時に２３年度業績予想を上方修正したこと受け、期末一時金３カ

月を労組に提示しました。これによりＡＮＡの２３年度一時金は合計７カ月になります。ＪＡＬ

では、すでに第２四半期決算時に通期予想を上方修正しており、ＪＡＬグループの職場では期末

一時金に対する期待が高まっていました。しかし回答がなかったことから、期末一時金格差に職

場からは不満が高まっています。 

以上 
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各社の賃上げ回答 

ＪＡＬ ベア１２,０００円 

ＪＴＡ ベア１２,０００円 

ＪＡＣ ベア１２,０００円 

ＨＡＣ ベア１２,０００円 

ＡＮＡ ベア１,１０００円 

ＡＮＡウイングス ベア１０,０００円 

ＪＧＳ 
ベア１２,０００円 

時給１５３円増 

ＪＧＳ大阪 
ベア１２,０００円 

時給１０７円増 

ＪＡＳＣＯ ベア２０,０００円 

ＪＡＬスカイ金沢 
ベア１２,０００円～１５,０

００円、時給８０円増 

キャセイ航空 ２.８％アップ（年俸制） 

ユナイテッド航空 １１,４００円＋３,８００円 

 
労働条件は安全 
を 支 え る 基 盤 
安全・安心の航空を 

 


